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受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
�

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
�

定
時
総
会
を
開
催

平
成
二
十
八
年
度

　

平
成
２８
年
度
の
定
時
総
会
が
５
月
２６
日
㈭
、
ア
イ
ザ
ッ

ク
小
杉
文
化
ホ
ー
ル
ラ
ポ
ー
ル
で
開
か
れ
５
３
８
名
（
委

任
状
含
む
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

挨
拶
に
立
っ
た
上
野
理
事
長
は
「
国
内
の
経

済
情
勢
が
デ
フ
レ
脱
却
へ
と
進
み
、
経
済
の
回

復
基
調
が
地
域
経
済
へ
と
波
及
す
る
こ
と
を
願

う
な
か
で
、
受
託
件
数
、
契
約
金
額
と
も
に
前

年
度
実
績
を
微
増
な
が
ら
上
回
っ
た
。
ま
た
、

派
遣
事
業
に
お
い
て
も
前
年
度
実
績
を
上
回
る

結
果
と
な
っ
た
。」
と
、
会
員
皆
様
方
の
実
直

な
就
業
の
賜
物
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
射
水
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

が
平
成
１８
年
４
月
１
日
の
統
合
よ
り
１０
年
の
節

目
を
迎
え
、
１０
周
年
記
念
式
典
及
び
１０
周
年
記

念
シ
ル
バ
ー
ま
つ
り
を
盛
大
に
執
り
行
っ
た
ほ
か
、
常
日

頃
安
全
就
業
を
心
掛
け
た
結
果
、
平
成
２７
年
度
全
国
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
安
全
就
業
優
良
賞
を
受
賞
す
る

こ
と
が
で
き
た
。」
と
述
べ
、
今
後
の
更
な
る
飛
躍
の
為
、

会
員
へ
の
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
優
良
会
員
５９
名
、
優
良
職
員
２
名
と
安
全
就

業
ス
ロ
ー
ガ
ン
入
賞
者
３
名
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
受
賞
者

を
代
表
し
金
村
諭
会
員
か
ら
「
仲
間
と
共
に
健
康
で
働
け

る
こ
と
に
感
謝
し
た
い
」
と
謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　

来
賓
の
射
水
市
長
代
理
福
祉
保
健
部
長
岡
部
宗
光

様
、
射
水
市
議
会
副
議
長
山
崎
晋
次
様
、
富
山
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
事
務
局
長
小
林
満
様
か
ら

ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
高
岡
公
共
職
業

安
定
所
所
長

原
保
広
様
に

も
ご
出
席
い

た
だ
き
本
総

会
に
花
を
添

え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

議
事
に
移

り
、
平
成
２７

年
事
業
報
告

と
収
支
決

算
、
会
員
会

費
規
程
の
一

部
改
正
、
役

員
の
選
任
に

つ
い
て
提
案
さ
れ
、
全
て
原
案
の
と
お
り
決

議
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
平
成
２７
年
度
収
支
補

正
予
算
、
平
成
２８
年
度
の
事
業
計
画
と
収
支

予
算
の
報
告
が
あ
り
、
最
後
に
こ
の
た
び
役

員
を
退
任
さ
れ
る
室
河
繁
雄
氏
の
役
員
表
彰
が
あ
り
総

会
を
閉
じ
ま
し
た
。

■
新
役
員
紹
介

　

任
期
：
平
成
３０
年
度
定
時
総
会
終
結
時
ま
で

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ボ
ル
フ
ァ
ー
ト
と
や
ま
で
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
、
当

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
３
名
の
方
が
、
多
年
に
わ

た
る
功
績
を
讃
え
ら
れ
優
良
会
員
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
の
職
員
２
名
も
優
良
職
員
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

◎
優
良
会
員
表
彰

　

宮
前　

健
二
（
新
湊
地
区
）

　

島
田　

清
心
（
大
島
地
区
）

　

温
井　

正
明
（
小
杉
地
区
）

◎
優
良
職
員
表
彰

　

水
口
仁
富
実
（
主
任
）

　

池
端
千
佳
子
（
主
任
）

役
職
名

氏　
　
　

名

備　
　

考

理
事
長

上　

野　

昭　

雄

学
識
経
験
者

副
理
事
長

宮　

崎　

寿
美
子

小
杉
地
区

専
務
理
事

堀　
　
　

俊　

之

事
務
局
長

理　
　

事

岡　

部　

宗　

光

射
水
市
福
祉
保
健
部
長

〃

境　
　
　

敏　

春

新
湊
地
区

〃

村　

西　

武　

男

新
湊
地
区

〃

山　

本　

由　

夫

新
湊
地
区

役
職
名

氏　
　
　

名

備　
　

考

理　
　

事

飯　

野　

悦　

子

新
湊
地
区

〃

田　

中　

光　

男

小
杉
地
区

〃

池　

原　

章　

三

小
杉
地
区

〃

伊　

勢　

謙　

一

小
杉
地
区

〃

宮　

村　

健　

壮

大
門
地
区

〃

宮　

下　

淑　

子

大
門
地
区

〃

開　
　
　

宗　

久

大
島
地
区

〃

近　

藤　

弘　

一

下
地
区

監　
　

事

小　

見　

光　

子

射
水
市
地
域
福
祉
課
長

〃

鎧　
　
　

徹　

信

大
門
地
区

第
21
回
定
時
総
会
・
表
彰

富
山
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会６

月
13
日
㈪



GENKI シルバーGENKI シルバー

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
�

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
�

定
時
総
会
を
開
催

平
成
二
十
八
年
度

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
多
く
の
人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
開
始
前
に
10
年
間
の
軌
跡
と

し
て
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
上
映
の
あ

と
、
遠
く
江
戸
時
代
か
ら
謡
わ
れ
て

き
た
、
祝
い
唄「
め
で
た
」を
新
湊
め

で
た
保
存
会
の
皆
様
が
披
露
し
開
演

と
な
り
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
上
野
理
事
長
挨
拶
の

あ
と
、
セ
ン
タ
ー
の
発
展
に
ご
貢
献
を

い
た
だ
い
た
事
業
所
と
、
永
年
シ
ル
バ
ー

事
業
に
積
極
的
に
ご
協
力

を
い
た
だ
い
た
会
員
へ

の
特
別
表
彰
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
夏
野
元
志

射
水
市
長
は
じ
め
ご
来
賓

の
方
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た

だ
き
、
豊
か
な
経
験
や
知

識
を
活
か
し
生
涯
現
役
で

活
躍
し
尽
力
さ
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
、
会
員
に
対
し

労
い
の
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
第
２
部
の
記
念
講
演
で

は
、
18
年
間
北
日
本
放
送
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
、

講
演
に
お
い
て
は
感
動
の
名
手
と
し
て
名
高
い
、
㈱
よ
し
と
も
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
代
表
取
締
役
の
吉
友
嘉
久
子
氏
を
お
招
き
し
、「
元
気
パ

ワ
ー
を
全
開
す
る
３
つ
の
コ
ツ
」
の
演
題
で
、
か
け
が
え
の
な
い
人
生
を

い
き
い
き
と
働
く
、
い
い
出
会
い
を
す
る
た
め
の
行
動
の

大
切
さ
な
ど
、
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
、
ま
た
心
に
し
み
る
ご

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
午
後
は
、
バ
ザ
ー
や
会
員
作
品
展
な
ど
シ
ル
バ
ー
ま
つ

り
を
開
催
、
大
ホ
ー
ル
で
は
開
場
前
か
ら
長
蛇
の
列
が
で

き
る
程
た
く
さ
ん
の
方
が
来
場
さ
れ
、
会
員
の
芸
能
発
表

に
続
き
長
岡
す
み
子
民
謡
・
歌
謡
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
し

た
。民
謡
や
尺
八
を
は
じ
め
、華
の
会
に
よ
る
踊
り
も
あ
り
、

会
場
の
熱
気
は
最
高
潮
に
達
し
ま
し
た
。

　
終
わ
り
に
宮
崎
副
理
事
長
が
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
、
大

盛
況
の
う
ち
に
無
事
終
演
と
な
り
ま
し
た
。

統
合
10
周
年
記
念
式
典
、

　
　

 
シ
ル
バ
ー
ま
つ
り
開
催

統
合
10
周
年
記
念
式
典
、

　
　

 
シ
ル
バ
ー
ま
つ
り
開
催

平
成
28
年
２
月
14
日
㈰

ア
イ
ザ
ッ
ク
小
杉
文
化
ホ
ー
ル
　
ラ
ポ
ー
ル

開場待ちの長蛇の列 会員作品展示 会員作品展示

祝い唄「めでた」▲

理事長式辞▶

会員特別表彰▼

民謡・歌謡ショー▲

記念講演▶



　
越
中
だ
い
も
ん
凧
ま
つ
り

の
翌
日
に
、
会
場
の
清
掃
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
多
く
の
会
員
の
方
々
が

参
加
さ
れ
河
川
敷
を
き
れ
い

に
清
掃
し
ま
し
た
。

親睦会ボランティア活動

第38回越中だいもん凧まつり

親
睦
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
今
後
の
予
定

親
睦
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
今
後
の
予
定

親
睦
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
今
後
の
予
定

「
新
湊
ま
つ
り
」海
王
丸
パ
ー
ク
に
て

8
月
1
日
月  

午
前
7
時
〜 

〔
新
湊
地
区
〕

「
小
杉
み
こ
し
ま
つ
り
」小
杉
庁
舎
周
辺
に
て

８
月
8
日
月  

午
前
7
時
〜 

〔
小
杉
地
区
・
下
地
区
〕

５
月
16
日
㈪
／
庄
川
河
川
敷
に
て

５
月
15
日
㈰
／
大
門
カ
イ
ト
パ
ー
ク

　
弊
社
は
大
島
企
業
団
地
内
に
あ
り
、
畜
肉
加
工
品

の
製
造
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
主
な
品
目
と
し
て
は
、

ホ
ル
モ
ン
加
工
品
、肉
団
子
、餃
子
、豚
串
な
ど
で
す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
様
に
は
、
弊
社
の
ベ
ス

ト
セ
ラ
―
商
品
で
あ
る
コ
ロ
コ
ロ
ホ
ル
モ
ン
の
一
次

加
工
を
担
当
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
作
業
内
容
と

し
て
は
原
料
の
洗
浄
、
異
物
除
去
、
定
サ
イ
ズ
に
カ

ッ
ト
、
次
工
程
へ
の

セ
ッ
ト
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
中
で
も

特
に
近
年
の
食
品
へ

の
異
物
混
入
事
件
を

受
け
て
異
物
除
去
の

作
業
が
重
要
な
工
程

と
な
っ
て
お
り
、
根

気
の
い
る
作
業
で
あ

り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
お
客

様
に
安
心
安
全
な
食

品
を
お
届
け
出
来
る

様
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
方
々
と

協
力
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

益
々
の
ご
活
躍
と
ご

健
康
を
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

徳
永
食
品
株
式
会
社

就業の様子 徳永食品株式会社の外観

　
毎
年
の
恒
例
と
な
っ
て
い
る
凧
ま
つ
り
会
場
で

の
、
会
員
手
作
り
に
よ
る
凧
の
販
売
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
他
に
、
木
工

商
品
の
販
売
、
糸
の
こ

の
体
験
な
ど
も
あ
り
、

当
日
は
、
天
候
に
も
恵

ま
れ
凧
上
げ
を
す
る
に

は
と
て
も
良
い
日
と
な

り
ま
し
た
。

会
員
募
集
中

会
員
募
集
中

☎
55
ー

８
８
１
７

☎
55
ー

８
８
１
７

お
気
軽
に

お
問
い
合
せ
下
さ
い
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「
お
客
様
の
声
」

「
お
客
様
の
声
」

①
声
掛
合
い　

気
配
で
無
事
故　
　
　
　
　
　
　
　

�

以
上
１
点　

新
湊
地
区　

綿
谷　
　

忠

②
一
手
先
読
み　

安
全
就
業

③
見
渡
し
て　

触
っ
て　

始
業
前
点
検

④
声
掛
け
合
っ
て
安
全
作
業　

仲
間
を
思
っ
て
安
全
行
動

⑤
話
し
合
っ
て　

先
取
り
危
険
予
知　

守
っ
て
安
全
就
業

�

以
上
４
点　

新
湊
地
区　

境　
　

敏
春

⑥
決
め
た
こ
と　

守
っ
て
安
心　

安
全
作
業　
　
　

�

以
上
１
点　

新
湊
地
区　

村
西　

武
男

⑦
一
寸
先
に
は　

？
が
潜
ん
で
い
る　

も
う
一
度
周
囲
の
確
認
を

⑧
作
業
前
に
今
一
度　

指
差
し
呼
称
で
安
全
確
認　

ヨ
シ

�

以
上
２
点　

新
湊
地
区　

加
藤　

雪
子

⑨
ち
ょ
っ
と
ま
て　

今
一
度
確
認　

安
全
第
一

⑩
や
っ
て
は
い
け
な
い
自
分
流　

ル
ー
ル
守
っ
て　

ゼ
ロ
災

�

以
上
２
点　

小
杉
地
区　

西
谷　

龍
市

⑪
作
業
前　

も
う
一
度
確
認　

ヨ
シ
ヨ
シ
ヨ
シ

⑫
作
業
前　

指
差
確
認　

も
う
一
度　
　
　
　
　
　

�

以
上
２
点　

大
門
地
区　

坂
田　

盛
進

⑬
「
安
全
」
に
絶
対
は
な
い　

意
識
を
高
め
て
事
故
０
目
指
そ
う

⑭
安
全
作
業　

一
に
確
認　

二
に
行
動　
　
　
　
　

�

以
上
２
点　

新
湊
地
区　

片
岡　

殿
治

⑮
事
故
に
合
い　

初
め
て
解
る　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

⑯
そ
れ
見
た
か　

他
の
事
の
よ
う　

聞
い
て
い
る

⑰
マ
ン
ネ
リ
が　

つ
い
つ
い
起
こ
す　

大
き
な
ミ
ス　

�

以
上
３
点　

小
杉
地
区　

田
辺　

輝
彦

⑱
気
を
つ
け
よ　

見
え
ぬ
危
険
が　

傍
に
あ
り

⑲
気
配
り
に　

仕
事
出
来
栄
え　

映
し
お
り

⑳
先
ず
確
認　

も
う
一
度
確
認　

ゆ
と
り
で
ゴ
ー

㉑
慣
れ
作
業　

油
断
の
影
に　

事
故
が
待
つ

�

以
上
４
点　

大
門
地
区　

丹
保　

華
子

㉒
健
康
第
一
で　

安
全
第
一
で　

が
ん
ば
ろ
う

㉓
ゆ
と
り
あ
る
日
を　

安
全
第
一
で
守
ろ
う

�

以
上
２
点　

新
湊
地
区　

小
竹　

キ
ヨ

㉔
作
業
に
か
か
る
前
に　

心
の
点
検　

作
業
現
場
の
周
り
点
検

㉕
朝
出
勤
時
に
体
調
の
確
認
を
し
ま
し
ょ
う

�

以
上
２
点　

小
杉
地
区　

中
田　

次
作

㉖
作
業
前
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で　

安
全
な
一
日
を
家
族
が
待
っ
て
い
る

㉗
仕
事
に
む
き
に
成
り
過
ぎ
は
ケ
ガ
の
も
と　

安
全
作
業
を

�

以
上
２
点　

小
杉
地
区　

松
本　
　

勲

㉘
作
業
前
の　

身
引
締
め　

安
全
に

㉙
緩
め
て
は
い
け
な
い　

無
災
害
記
録

�

以
上
２
点　

新
湊
地
区　

片
岡　

輝
夫

㉚
今
日
一
日
安
全
就
業
達
成　

感
謝
の
気
持
ち　

明
日
に
つ
な
ぐ

�

以
上
１
点　

大
門
地
区　

田
畑　

俊
雄

㉛
悩
み
事
速
や
か
に
解
き　

心
晴
々
サ
ァ
ー
安
全
就
業

㉜
気
を
つ
け
て
ネ　
ハ
ー
イ　
チ
ー
ム
の
信
頼
感　

安
全
作
業
に
つ
な
が
る

�

以
上
２
点　

大
門
地
区　

田
畑
美
智
子

㉝
無
災
害　

今
日
も
延
ば
そ
う　

皆
ん
な
し
て

㉞
作
業
前　

安
全
確
認　

指
差
し
で

�

以
上
２
点　

小
杉
地
区　

池
原　

章
三

㉟
さ
あ
！
一
緒
に　

安
全
は
み
ん
な
の
勲
章
だ
！

㊱
身
も
心
も
ス
ト
レ
ッ
チ　

今
日
も
笑
顔
で
安
全
作
業

�

以
上
２
点　

新
湊
地
区　

門
嶋　

隆
夫

㊲
安
全
は
「
ウ
チ
・
ソ
ト
」
の
意
思
疎
通
が
第
一

㊳
安
全
は　

会
員
全
員
の
無
形
の
財
産
で
す
！！

�

以
上
２
点　

新
湊
地
区　

菊
本　

清
信

㊴
安
全
は　

心
を
ひ
き
し
め
忠
実
に　

向
き
合
う
パ
ワ
ー
災
害
な
し

㊵
ち
ょっ
と
の
油
断 

魔
が
見
え
る 

安
全
は
気
を
緩
め
ず 

チ
ェッ
ク
確
認

�

以
上
２
点　

大
門
地
区　

炭
谷
加
代
子

㊶
朝
の
ス
タ
ー
ト
笑
顔
か
ら　

安
全
規
則
し
っ
か
り
守
り

 

今
日
も
無
事
故
笑
顔
で
帰
宅

㊷
事
故
の
な
い
の
が
み
ん
な
の
願
い　

い
つ
も
心
に
安
全
意
識

�

以
上
２
点　

下
地
区
剪
定
班

㊸
あ
わ
て
る
先
に
事
故
が
ま
つ　

一
寸
一
息
安
全
作
業

㊹
ヒ
ヤ
リ
、
ハ
ッ
ト
は
事
故
の
予
告　

安
全
作
業
今
一
度

�

以
上
２
点　

下
地
区　

山
田　

英
雄

㊺
良
い
仕
事　

す
る
に
は
大
事　

自
己
管
理

㊻
自
己
管
理　

上
手
に
出
来
て　

良
い
仕
事

�

以
上
２
点　

小
杉
地
区　

若
松　

勝
行

㊼
始
業
の
安
全
確
認　

皆
で
指
差
し
呼
称　

ヨ
シ

㊽
始
業
前
の
笑
顔　

終
業
時
ま
で
安
全
作
業
で

�

以
上
２
点　

大
島
地
区　

山
口　

清
一

㊾
朝
一
の　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が　

事
故
防
ぐ

㊿
自
分
だ
け
は　

と
思
う
心
に　

落
と
し
穴

�

以
上
２
点　

新
湊
地
区　

前
川　

春
雄

●
応
募
全
作
品
（
２４
人
応
募
／
作
品
数
５０
点
）

　

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
で
は
、
各
地
区
懇
談
会
に
お

い
て
平
成
２８
年
度
の
安
全
就
業
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
募
集
致
し

ま
し
た
。

　

多
数
の
応
募
の
中
か
ら
、
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
で

厳
正
な
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
最
優
秀
賞
１
点
と
優
秀
賞

２
点
を
平
成
２８
年
度
射
水
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
安

全
就
業
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
決
定
し
、
本
所
・
連
絡
所
及

び
各
作
業
所
に
掲
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
各
種
会
議
等
で

活
用
し
ま
す
。

　

な
お
、
５
月
２６
日
開
催
の
定
時
総
会
に
お
い
て
安
全
就

業
ス
ロ
ー
ガ
ン
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

惜
し
く
も
受
賞
さ
れ
な
か
っ
た
作
品
も
安
全
就
業
に
繋

が
る
作
品
ば
か
り
で
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
応
募
の
あ

り
ま
し
た
全
作
品
を
掲
載
し
ま
す
。
今
後
の
安
全
就
業
の

意
識
づ
け
の
た
め
に
も
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
最
優
秀
賞

大
門
地
区

　丹
保

　華
子

●
優
秀
賞

新
湊
地
区

　前
川

　春
雄

●
優
秀
賞

慣
れ
作
業

　油
断
の
影
に

　事
故
が
待
つ

自
分
だ
け
は

　と
思
う
心
に

　落
と
し
穴

作
業
前

　指
差
確
認

　も
う一度

大
門
地
区

　坂
田

　盛
進

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
よ
り

安
全
だ
よ
り



　
越
中
だ
い
も
ん
凧
ま
つ
り

の
翌
日
に
、
会
場
の
清
掃
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
多
く
の
会
員
の
方
々
が

参
加
さ
れ
河
川
敷
を
き
れ
い

に
清
掃
し
ま
し
た
。

親睦会ボランティア活動

第38回越中だいもん凧まつり

親
睦
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
今
後
の
予
定

親
睦
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
今
後
の
予
定

親
睦
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
今
後
の
予
定

「
新
湊
ま
つ
り
」海
王
丸
パ
ー
ク
に
て

8
月
1
日
月  

午
前
7
時
〜 

〔
新
湊
地
区
〕

「
小
杉
み
こ
し
ま
つ
り
」小
杉
庁
舎
周
辺
に
て

８
月
8
日
月  

午
前
7
時
〜 

〔
小
杉
地
区
・
下
地
区
〕

５
月
16
日
㈪
／
庄
川
河
川
敷
に
て

５
月
15
日
㈰
／
大
門
カ
イ
ト
パ
ー
ク

　
弊
社
は
大
島
企
業
団
地
内
に
あ
り
、
畜
肉
加
工
品

の
製
造
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
主
な
品
目
と
し
て
は
、

ホ
ル
モ
ン
加
工
品
、肉
団
子
、餃
子
、豚
串
な
ど
で
す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
様
に
は
、
弊
社
の
ベ
ス

ト
セ
ラ
―
商
品
で
あ
る
コ
ロ
コ
ロ
ホ
ル
モ
ン
の
一
次

加
工
を
担
当
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
作
業
内
容
と

し
て
は
原
料
の
洗
浄
、
異
物
除
去
、
定
サ
イ
ズ
に
カ

ッ
ト
、
次
工
程
へ
の

セ
ッ
ト
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
中
で
も

特
に
近
年
の
食
品
へ

の
異
物
混
入
事
件
を

受
け
て
異
物
除
去
の

作
業
が
重
要
な
工
程

と
な
っ
て
お
り
、
根

気
の
い
る
作
業
で
あ

り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
お
客

様
に
安
心
安
全
な
食

品
を
お
届
け
出
来
る

様
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
方
々
と

協
力
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

益
々
の
ご
活
躍
と
ご

健
康
を
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

徳
永
食
品
株
式
会
社

就業の様子 徳永食品株式会社の外観

　
毎
年
の
恒
例
と
な
っ
て
い
る
凧
ま
つ
り
会
場
で

の
、
会
員
手
作
り
に
よ
る
凧
の
販
売
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
他
に
、
木
工

商
品
の
販
売
、
糸
の
こ

の
体
験
な
ど
も
あ
り
、

当
日
は
、
天
候
に
も
恵

ま
れ
凧
上
げ
を
す
る
に

は
と
て
も
良
い
日
と
な

り
ま
し
た
。

会
員
募
集
中

会
員
募
集
中

☎
55
ー

８
８
１
７

☎
55
ー

８
８
１
７

お
気
軽
に

お
問
い
合
せ
下
さ
い

GENKI シルバーGENKI シルバー

「
お
客
様
の
声
」

「
お
客
様
の
声
」



会員コーナ
ー会員コーナ
ー

新
春
の
つ
ど
い

　
私
は
、
シ
ル
バ
ー
会
員
と
な
っ
て
就
業
し
た
の

は
、
当
時
射
水
市
管
理
の
「
大
門
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
ト
ー
」
で
の
就
業
で
し
た
。
今
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
だ
い
も
ん
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
運
営
が
移
管
さ

れ
ま
し
た
が
、
業
務
内
容
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
シ
ル
バ
ー
」
第
20
号
に
紹
介
さ
れ
ま

し
た
が
、
仕
事
は
浴
場
、
休
憩
室
（
２
ケ
所
）、
和

室
（
３
ケ
所
）、
体
育
館
、
廊
下
等
の
清
掃
又
お
客

様
の
受
付
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
常
連
の
お
客

様
（
朝
〜
午
後
４
時
頃
と
午
後
５
時
半
〜
午
後
７

時
過
ぎ
）
も
お
ら
れ
ま
す
が
、
入
場
の
際
、
ス
リ

ッ
パ
の
使
用
の
仕
方
で
、
実
に
様
々
な
形
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
夫
婦
で
来
ら
れ
る
と
大
体
妻
が
２

足
揃
え
ま
す
。
団
体
（
３
人
〜
５
人
）
の
場
合
、

概
ね
リ
ー
ダ
ー
風
の
方
が
籠
か
ら
出
さ
れ
ま
す
。

ま
た
脱
衣
室
の
前
に
は
、
ス
リ
ッ
パ
に
洗
濯
バ
サ

ミ
を
付
け
る
方
、
自
前
の
ス
リ
ッ
パ
を
置
い
て
い

る
人
、
脱
衣
棚
の
上
に
持
ち
込
む
人
が
お
ら
れ
ま

す
。
入
る
時
は
裸
足
で
脱
衣
室
を
出
る
時
、
他
人

の
ス
リ
ッ
パ
を
履
い
て
出
る
方
等
々
と
個
性
に
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
入
場
開
始
の
折
、
脱

衣
室
に
は
２
〜
３
足
予
備
の
ス
リ
ッ
パ
を
置
い
て

お
く
の
で
す
が
、
終
了
時
点
で
残
っ
て
い
る
確
率

は
約
30
％
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
お
帰
り
の
際
も
、

揃
え
て
籠
に
入
れ
ず
踏
板
に
そ
の
ま
ま
脱
ぎ
っ
ぱ

な
し
の
人
な
ど
に
分
か
れ
ま
す
。「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。」「
ま
た
お
い
で
下
さ
い
。」
と

声
を
掛
け
る
と
「
は
い
」「
お
う
」「
ま
た
来
る
よ
」

と
の
返
事
が
も
ら
え
る
と
、
こ
ち
ら
は
心
が
和
む

仕
事
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
田
や
畑
の
仕
事
も
一
段
落
し
た
頃
で
し
ょ
う

か
。
目
に
見
え
る
周
囲
が
緑
に
包
ま
れ
、
私
の
一

番
好
き
な
季
節
で
す
。
こ
の
原
稿
「
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｉ

シ
ル
バ
ー
21
号
」
が
会
員
皆
様
の
お
手
許
に
届
く

の
は
、
暑
い
真
夏
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
に
入
会
し
て
、
い
ろ
ん
な
方
と
出
会

い
お
話
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
な
か
で
も
、

シ
ル
バ
ー
の
書
道
教
室
に
入
会
し
、
は
や
５
年
目

に
な
り
ま
す
。
本
所
の
和
室
で
月
２
回
（
第
１
と

第
３
火
曜
日
）
織
田
睦
子
先
生
（
先
生
も
シ
ル
バ

ー
会
員
）
に
習
っ
て
お
り
ま
す
。
先
生
の
や
さ
し

い
お
人
柄
に
ふ
れ
、
和
気
あ
い
あ
い
楽
し
く
あ
っ

と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。
今
、

第
66
回
書
の
光
書
道
展
に
出
品
す
る
た
め
に
が
ん

ば
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
シ
ル
バ
ー
本
所
の
玄

関
に
大
き
な
看
板
が
あ
り
ま
す
が
、
織
田
先
生
の

書
で
す
。
入
館
さ
れ
る
時
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
ね
。

　
60
代
後
半
の
手
習
い
、

さ
て
、
い
つ
ま
で
続

き
ま
す
こ
と
や
ら
…
。

が
ん
ば
っ
ち
ゃ
！！

「
書
道
と
私
」

木工班にて
　　新しく看板を
　　　　製作しました。

木工班にて
　　新しく看板を
　　　　製作しました。

書：織田 睦子さん
（新湊地区）

【
各
種
料
金
】

◯
菜
切
包
丁
　
　
４
６
０
円

◯
牛
刀
包
丁
　
　
５
７
０
円
　

◯
出
刃
包
丁
　
　
６
７
０
円

◯
剪
定
ば
さ
み
　
６
７
０
円

◯
裁
ち
ば
さ
み
　
８
７
０
円
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

な
ど

出
張
刃
物
研
ぎ
し
ま
す
!!

●
７
月
14
日
木
・
15
日
金

13
：
30
〜
16
：
30

場
所
／
カ
モ
ン
新
湊
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

場
所
／
カ
モ
ン
新
湊
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

●
８
月
29
日
月
・
30
日
火

13
：
30
〜
16
：
30

場
所
／
大
阪
屋
シ
ョ
ッ
プ
ア
プ
リ
オ
店

場
所
／
大
阪
屋
シ
ョ
ッ
プ
ア
プ
リ
オ
店

●
９
月
24
日
土
・
25
日
日

10
：
00
〜
15
：
00予

定

射
水
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
本
所

射
水
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
本
所

GENKI シルバーGENKI シルバー

親
睦
会
コ
ー
ナ
ー

「
書
道
と
私
」

「
大
門
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
　
　
セ
ン
ト
ー
に
て
」

「
大
門
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
　
　
セ
ン
ト
ー
に
て
」

出
張
刃
物
研
ぎ
し
ま
す
!!

※

セ
ン
タ
ー
で
も
随
時
受
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
持
参
下
さ
い
。

※

セ
ン
タ
ー
で
も
随
時
受
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
持
参
下
さ
い
。

心をこめて１つ１つ手作業で行います！心をこめて１つ１つ手作業で行います！

八
田

　
　薫

大
島
地
区

稲
田

　雅
子

小
杉
地
区

 

各
地
区
（
新
湊
地
区
、
小
杉
・

下
地
区
、
大
門
地
区
、
大
島
地
区
）

に
お
い
て
地
区
懇
談
会
を
開
催

し
、
セ
ン
タ
ー
と
の
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

親
睦
会
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

■
９
月
２４
日
㈯

■
元
気
の
森
公
園

　
射
水
市
海
竜
町
２０
︱
１

　
５
月
２６
日
㈫
、
親
睦
会
通

常
総
会
に
お
い
て
新
役
員
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

会　
長　

田
中 

光
男

（
小
杉
・
下
支
部
）

副
会
長　

村
西 

武
男 （
新
湊
支
部
）

副
会
長　

宮
村 

健
壮 （
大
門
支
部
）

副
会
長　

高
桑 

賢
三 （
大
島
支
部
）

会　
計　

秋
元 

善
憲

（
小
杉
・
下
支
部
）

任
期
／
平
成
２８
年
５
月
２６
日

～
平
成
３０
年
親
睦
会
通
常
総

会
終
結
時
ま
で

小杉・下地区懇談会 大門地区懇談会

大島地区懇談会

地
区
懇
談
会

新湊地区懇談会

小杉・下地区　新春のつどい 大門地区　新春のつどい 新湊地区　新春のつどい

行
事
の
お
知
ら
せ

新
役
員
の
紹
介

「
新
春
の
つ
ど
い
」に
参
加
し
て

水
本　
克
夫　

　
恒
例
の
小
杉
・
下
支
部
親
睦
会
の
新
春
の

つ
ど
い
が
１
月
２９
日
㈮
に
「
い
こ
い
の
村
磯

波
風
」
で
開
か
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
み
ぞ

れ
混
じ
り
の
寒
い
日
で
し
た
が
、
セ
ン
タ
ー

本
所
の
竹
内
事
務
局
長
ほ
か
３
名
の
方
を
含

め
総
勢
６４
名
の
方
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
２７
年
度
の
事

業
実
施
状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

昼
頃
よ
り
、
皆
さ
ん
お
待
ち
か
ね
の
懇
親
宴

会
と
な
り
、
お
魚
料
理
を
頂
き
な
が
ら
日
頃

顔
を
合
わ
せ
る
機
会
の
少
な
い
会
員
同
士
が

勤
め
や
趣
味
の
こ
と
、
仲
間
の
安
否
情
報
な

ど
時
間
を
忘
れ
て
語
り
合
い
ま
し
た
。

　
そ
の
間
、
お
酒
の
効
用
も
手
伝
っ
て
自
慢

の
演
歌
や
民
謡
な
ど
を
披
露
す
る
人
ひ
と
で

盛
り
上
が
り
、
最
後
は
、
宮
崎
寿
美
子
さ
ん

十
八
番
の
「
関
東
一
本
〆
」
で
お
開
き
と
な

り
、
楽
し
く
有
意
義
な
１
日
で
し
た
。

　
私
に
と
っ
て
今
や
シ
ル
バ
ー
は
、
２０
年
間

親
し
ん
で
き
た
民
謡
と
と
も
に
生
き
が
い
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
に
助
け
て
も
ら
い

な
が
ら
シ
ル
バ
ー
を
続
け
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

１
月
下
旬
か
ら

２
月
中
旬
に
開
催



会員コーナ
ー会員コーナ
ー

新
春
の
つ
ど
い

　
私
は
、
シ
ル
バ
ー
会
員
と
な
っ
て
就
業
し
た
の

は
、
当
時
射
水
市
管
理
の
「
大
門
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
ト
ー
」
で
の
就
業
で
し
た
。
今
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
だ
い
も
ん
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
運
営
が
移
管
さ

れ
ま
し
た
が
、
業
務
内
容
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
シ
ル
バ
ー
」
第
20
号
に
紹
介
さ
れ
ま

し
た
が
、
仕
事
は
浴
場
、
休
憩
室
（
２
ケ
所
）、
和

室
（
３
ケ
所
）、
体
育
館
、
廊
下
等
の
清
掃
又
お
客

様
の
受
付
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
常
連
の
お
客

様
（
朝
〜
午
後
４
時
頃
と
午
後
５
時
半
〜
午
後
７

時
過
ぎ
）
も
お
ら
れ
ま
す
が
、
入
場
の
際
、
ス
リ

ッ
パ
の
使
用
の
仕
方
で
、
実
に
様
々
な
形
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
夫
婦
で
来
ら
れ
る
と
大
体
妻
が
２

足
揃
え
ま
す
。
団
体
（
３
人
〜
５
人
）
の
場
合
、

概
ね
リ
ー
ダ
ー
風
の
方
が
籠
か
ら
出
さ
れ
ま
す
。

ま
た
脱
衣
室
の
前
に
は
、
ス
リ
ッ
パ
に
洗
濯
バ
サ

ミ
を
付
け
る
方
、
自
前
の
ス
リ
ッ
パ
を
置
い
て
い

る
人
、
脱
衣
棚
の
上
に
持
ち
込
む
人
が
お
ら
れ
ま

す
。
入
る
時
は
裸
足
で
脱
衣
室
を
出
る
時
、
他
人

の
ス
リ
ッ
パ
を
履
い
て
出
る
方
等
々
と
個
性
に
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
入
場
開
始
の
折
、
脱

衣
室
に
は
２
〜
３
足
予
備
の
ス
リ
ッ
パ
を
置
い
て

お
く
の
で
す
が
、
終
了
時
点
で
残
っ
て
い
る
確
率

は
約
30
％
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
お
帰
り
の
際
も
、

揃
え
て
籠
に
入
れ
ず
踏
板
に
そ
の
ま
ま
脱
ぎ
っ
ぱ

な
し
の
人
な
ど
に
分
か
れ
ま
す
。「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。」「
ま
た
お
い
で
下
さ
い
。」
と

声
を
掛
け
る
と
「
は
い
」「
お
う
」「
ま
た
来
る
よ
」

と
の
返
事
が
も
ら
え
る
と
、
こ
ち
ら
は
心
が
和
む

仕
事
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
田
や
畑
の
仕
事
も
一
段
落
し
た
頃
で
し
ょ
う

か
。
目
に
見
え
る
周
囲
が
緑
に
包
ま
れ
、
私
の
一

番
好
き
な
季
節
で
す
。
こ
の
原
稿
「
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｉ

シ
ル
バ
ー
21
号
」
が
会
員
皆
様
の
お
手
許
に
届
く

の
は
、
暑
い
真
夏
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
に
入
会
し
て
、
い
ろ
ん
な
方
と
出
会

い
お
話
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
な
か
で
も
、

シ
ル
バ
ー
の
書
道
教
室
に
入
会
し
、
は
や
５
年
目

に
な
り
ま
す
。
本
所
の
和
室
で
月
２
回
（
第
１
と

第
３
火
曜
日
）
織
田
睦
子
先
生
（
先
生
も
シ
ル
バ

ー
会
員
）
に
習
っ
て
お
り
ま
す
。
先
生
の
や
さ
し

い
お
人
柄
に
ふ
れ
、
和
気
あ
い
あ
い
楽
し
く
あ
っ

と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。
今
、

第
66
回
書
の
光
書
道
展
に
出
品
す
る
た
め
に
が
ん

ば
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
シ
ル
バ
ー
本
所
の
玄

関
に
大
き
な
看
板
が
あ
り
ま
す
が
、
織
田
先
生
の

書
で
す
。
入
館
さ
れ
る
時
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
ね
。

　
60
代
後
半
の
手
習
い
、

さ
て
、
い
つ
ま
で
続

き
ま
す
こ
と
や
ら
…
。

が
ん
ば
っ
ち
ゃ
！！

「
書
道
と
私
」

木工班にて
　　新しく看板を
　　　　製作しました。

木工班にて
　　新しく看板を
　　　　製作しました。

書：織田 睦子さん
（新湊地区）

【
各
種
料
金
】

◯
菜
切
包
丁
　
　
４
６
０
円

◯
牛
刀
包
丁
　
　
５
７
０
円
　

◯
出
刃
包
丁
　
　
６
７
０
円

◯
剪
定
ば
さ
み
　
６
７
０
円

◯
裁
ち
ば
さ
み
　
８
７
０
円
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

な
ど

出
張
刃
物
研
ぎ
し
ま
す
!!

●
７
月
14
日
木
・
15
日
金

13
：
30
〜
16
：
30

場
所
／
カ
モ
ン
新
湊
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

場
所
／
カ
モ
ン
新
湊
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

●
８
月
29
日
月
・
30
日
火

13
：
30
〜
16
：
30

場
所
／
大
阪
屋
シ
ョ
ッ
プ
ア
プ
リ
オ
店

場
所
／
大
阪
屋
シ
ョ
ッ
プ
ア
プ
リ
オ
店

●
９
月
24
日
土
・
25
日
日

10
：
00
〜
15
：
00予

定

射
水
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
本
所

射
水
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
本
所

GENKI シルバーGENKI シルバー

親
睦
会
コ
ー
ナ
ー

「
書
道
と
私
」

「
大
門
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
　
　
セ
ン
ト
ー
に
て
」

「
大
門
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
　
　
セ
ン
ト
ー
に
て
」

出
張
刃
物
研
ぎ
し
ま
す
!!

※

セ
ン
タ
ー
で
も
随
時
受
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
持
参
下
さ
い
。

※

セ
ン
タ
ー
で
も
随
時
受
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
持
参
下
さ
い
。

心をこめて１つ１つ手作業で行います！心をこめて１つ１つ手作業で行います！

八
田

　
　薫

大
島
地
区

稲
田

　雅
子

小
杉
地
区



■
事
務
局
職
員
の
異
動

●
陶

　芸

（
小
杉
地
区
）

堅
田

與
東

　
陶
芸
と
の
出
会
い
は
、
定
年
の
数
年

前
道
路
沿
い
の
陶
芸
ま
つ
り
の
旗
に
誘

わ
れ
出
か
け
た
陶
友
会
展
で
素
晴
ら
し
い

作
品
に
接
し
、
自
分
に
も
出
来
る
の
で
は

な
い
か
？
作
っ
て
み
た
い
! !
の
強
い
衝
動

に
か
ら
れ
、
家
族
の
勧
め
も
有
り
ス
ト
レ
ス

解
消
に
と
月
２
回
の
夜
間
半
年
コ
ー
ス
に
入
門

し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　
幼
少
時
代
の
土
遊
び
以
来
の
感
触
に
懐
か
し
さ
と
初

体
験
の
楽
し
さ
が
段
々
と
増
し
、
初
め
て
自
分
の
作
品
を
手

に
し
た
時
の
感
激
は
今
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

　
休
む
事
な
く
半
年
も
終
り
に
近
づ
い
た
頃
、
陶
友
会
へ
の
推
薦
を

頂
き
胸
弾
ま
せ
て
入
会
し
ま
し
た
が
こ
れ
ま
で
と
は
全
く
違
い
、
指

導
者
も
い
な
く
会
員
各
々
が
研
鑽
し
て
技
術
を
磨
き
製
作
に
打
ち
込

ん
で
い
る
姿
ば
か
り
に
か
な
り
戸
惑
い
は
有
り
ま
し
た
が
、
仲
間
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
基
本
に
い
ろ
ん
な
本
や
ビ
デ
オ
等
を
買
い
あ
さ

り
参
考
に
し
な
が
ら
四
苦
八
苦
で
の
作
品
は
こ
れ
ま
た
一
味
違
っ
た

趣
が
あ
り
、
と
て
も
嬉
し
く
次
は
ど
の
様
に
と
試
行
錯
誤
し
て
い
る

時
「
休
み
は
全
部
陶
芸
や
ね
…
家
事
は
？
？
」
と
家
族
か
ら
嫌
味
を

言
わ
れ
る
ほ
ど
熱
中
し
て
お
り
そ
れ

は
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

　
毎
年
、
今
か
ら
行
く
い
ろ
ん
な
美

術
館
や
窯
元
の
見
学
旅
行
も
楽
し
み

の
一
つ
で
す
が
、
最
近
は
機
会
あ
る

毎
に
工
芸
展
に
出
品
し
自
分
試
し
に

挑
戦
を
重
ね
る
の
も
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
終
わ
り
の
無
い
! !
土

と
釉
薬
と
炎
! !
の
共
演
に
嵌
り
続

け
、
こ
れ
を
活
力
の
源
と
し
て
健
康

で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

GENKI シルバー

　
ま
も
な
く
熊
本
地
震
か
ら
３
ケ
月
を
迎
え
ま
す
。

突
然
、
奈
落
に
突
き
落
と
さ
れ
、
悲
惨
な
目
に
遭

わ
れ
て
苦
し
ん
で
お
ら
れ
る
多
く
の
人
々
が
１
日

も
早
く
、
心
の
平
安
を
取
り
戻
さ
れ
ま
す
よ
う
祈

る
ば
か
り
で
す
。
大
災
害
が
起
き
る
と
、「
富
山
は

災
害
が
少
な
く
本
当
に
良
い
と
こ
ろ
だ
。」
ま
た
、

「
立
山
権
現
様
が
富
山
を
守
っ
て
お
い
で
に
な
る
。」

な
ど
と
、
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
権
現
様
が
お
い
で

に
な
る
の
か
ど
う
か
は
さ
て
お
き
、
確
か
に
災
害

は
少
な
い
。
台
風
は
勢
力
が
衰
え
て
か
ら
や
っ
て

く
る
し
、
地
震
、
豪
雨
も
少
な
く
、
冬
は
昔
ほ
ど

寒
く
な
く
雪
も
少
な
い
。
よ
く
言
わ
れ
る
よ
う
に

災
害
は
突
然
や
っ
て
く
る
。
油
断
大
敵
で
あ
る
。

災
害
を
１
０
０
％
防
ぐ
こ
と
は
難
し
い
。
最
近
で

は
、
災
害
か
ら
身
を
守
り
、
生
き
延
び
る
知
恵
が

必
要
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
毎
年
、
９
月
に
住
民

参
加
の
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
今
年
は
そ

の
よ
う
な
視
点
に
立
っ
て
参
加
し
た
い
も
の
で
す
。

　
さ
て
、
今
年
に
入
り
、
２
月
に
「
統
合
10
周
年

記
念
事
業
」
が
盛
大
に
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

過
日
、
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
役
員
に

は
10
人
の
新
人
が
加
わ
り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
女
性
部
の
設
置
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
、
女
性
役
員
も
増
え
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
最
近
の
気
象
情
報
に
よ
る
と
、
ラ
ニ

ー
ニ
ャ
現
象
に
よ
り
、
今
夏
は
暑
く
な
る
と
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。
十
分
に
熱
中
症
対
策
を
し
て
、

暑
さ
に
負
け
ず
無
事
に
乗
り
切
り
た
い
も
の
で
す
。

　
　
（
広
報
部
会
）

﹇
退
職
﹈
事
務
局
長

　竹
内

　三
和

﹇
新
任
﹈
事
務
局
長

　堀

　
　俊
之

●
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

環境保護のため再生紙と環境にやさしいインクを使用しています。

７
月
12
日
㈫
●
黒
河
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
●
塚
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

７
月
19
日
㈫
●
射
水
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
本
所

８
月
16
日
㈫
●
射
水
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
本
所

９
月
13
日
㈫
●
片
口
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
●
大
門
総
合
体
育
館

９
月
20
日
㈫
●
射
水
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
本
所

10
月
18
日
㈫
●
射
水
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
本
所

11
月
８
日
㈫
●
新
湊
交
流
会
館

　
　
　
　
　
●
大
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

11
月
15
日
㈫
●
射
水
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
本
所

12
月
20
日
㈫
●
射
水
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
本
所

入
会
説
明
会

入
会
説
明
会

※詳しくはセンターに
　お問い合わせください。

射水市シルバー人材センター
本所(TEL55－８８１７)

◆新湊地区　•会社内の清掃、洗濯、昼食準備……女性１名
[週３～４回／９：３０～(４時間程度)］

　　　　　　•事務所内の清掃………………………女性１名
[週２回／６：３０～(２時間程度)］

◆小杉地区　•会社内清掃、洗濯、昼食準備………女性１名
[週３～４回／９：００～(５時間程度)］

　　　　　　•施設での昼食準備、清掃……………女性２名
[朝、夕　各１回］　　　　　　　　　　　　

　　　　　　•会社内の清掃…………………………女性１名
[週３～４回(３時間程度)］

　　　　　　•会社内での食器洗浄作業…………男女各１名
[週３～４回／９：００～１６：００］　　

◆大門地区　•施設内での受付、清掃(風呂含む)…女性１名
[週３～４回／８：００～(７時間程度)］

◆大島地区　•会社内の清掃、昼食準備……………女性２名
[週３～４回／９：００～(５時間程度)］
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「入会説明会｣受講後は随時入会手続きが出来ます｡

お仕事情報


